
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月１４日 

米水津地域 コミュニティだより №８ 

令和５年３月１日発行 

昨年１２月に実施した地域住民アンケート結果の分析内容を検討

し、第７回考える会で話し合う内容について協議しました。  

各委員ともこれまでの考える会を振り返りながら、予定時刻を過

ぎるまで、熱を帯びた真剣な討議が行われました。 

各団体が、お互いを助け合う

ような組織をつくりたい。 

少子高齢化による担い手

不足。今までできたこと

ができなくなる。今は、

他の地区の取組がわから

ないが、新しい組織によ

って横のつながりができ

地区同士のつながりがで

きるのではないか。 

地域団体の活動が少しで

も長く続くように。 

アンケート結果は

№7をご覧下さい。 

コミュニティ創生課による次

のステップ（準備会）の説明 

コミュニティサポートおおいたに

よるアンケート結果分析の説明 

簡単なことから取り組んでは。 



米水津地域 新たな地域コミュニティ組織づくり 

 

 

 

 

２月２１日（火）第７回考える会で、米水津地域の新たなコミュニティ
組織づくりを、次のステップ（準備会）に移行することが決まりました。 

地域の皆様には、コミュニティだよりなどで、引き続き経過を報告させ
ていただきますので、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域の課題の壁が低い今の 

段階で向き合っていく方が 

安心感があるよね 

支える側、支えら 

れる側も一緒に今から

準備をしていく 

とりあえずやってみらん 

ことには始まらん 

新しいことをするのでは

なく、なくしたくないも

のを長く続けていくため

に必要。 

特定の人の負担が 

増えるのでは？ 

米水津地域 新たな地域コミュニティ組織を考える会 事務局 


